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来年5月開庁に向け建設進む
あ
だ
ち
の
未
来
を
創
る

区
役
所
新
庁
舎

平
成
4
年
7
月
に
建
設
が
始
ま
っ
た
区
役
所
の
新
庁
舎
。
軟
弱

な
地
盤
改
良
工
事
も
終
わ
り
、
現
在
、
鉄
骨
の
組
み
立
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
最
先
端
の
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流

の
場
と
し
て
、
平
成
8
年
5
月
の
開
庁
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

2
1世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
庁
舎

足
立
区
は
面
積
(
5
3
k
㎡
)
、人
口
(
6
4
万

人
)

と
も
2
3
区
で
第
3
位

。
こ
の
広
い

土
地
や
人
々
の
活
力
を
活
か
し
た

「
ゆ

と
り
や
豊
か
さ

」
が
実
感
で
き
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

足
立
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
く
拠
点
と
な
る
の
が
、
こ
の

新
庁
舎
で
す
。

利
用
し
や
す
さ
を
第
一
に

□
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
た
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
庁
舎

最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
等
を
導
入
し
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
よ
り
広
く
、
正
確
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
お
と
し
よ
り
や
体
の
不
自
由
な
方
に

や
さ
し
い
庁
舎

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ト
イ
レ
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
な
ど
庁
舎
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
、
お
と
し
よ
り
や
車
イ
ス
利
用
の

方
の
た
め
の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
方
が
多
く
利
用
さ
れ
る
窓
口

は
、
わ
か
り
や
す
い
配
置
と
す
る
た
め

に
、
各
棟
の
1
・
2
階
に
集
中
し
ま
し

た
。

□
区
と
区
民
、
ま
た
区
民
相
互
の
交
流

の
場
と
な
る
庁
舎

多
目
的
ホ
ー
ル
、
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
、
文
化
的
な
活
動
の
場
も
設
置
。

そ
し
て
、高
層
棟
の
最
上
階
1
4階
に
は
、

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
け
、
夜
間
・
休

日
も
営
業
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
庁
舎
中
央
玄
関
は
、
全
体
が

ガ
ラ
ス
張
り
で
吹
き
抜
け
構
造
の
ア
ト

リ
ウ
ム
と
し
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、
庁

舎
は
総
合
的
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
憩
い
と
交
流
の

場
で
も
あ
る
の
で
す
。

□
区
民

の
安
全
を
守
る
防

災
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た

防
火
活
動
拠

点

高
層
棟
屋
上
に
は
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
設
け
緊
急
時

に
備
え
ま
す
。
さ
ら
に

、
7

階
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で

は

、災
害
発
生
時
に

、東
京

都
防
災
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
警
察
、
消

防
署
な
ど
区
内
関
係
機
関
と
緊
密
な
連

絡
が
と
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
充
実

し
、
す
み
や
か
な
情
報
の
収
集
と
的
確

な
対
策
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
庁
舎
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
バ
ス
停
を
新

設

―
雨
に
ぬ
れ
ず
に
庁
舎
へ
―

玄
関
前
に
、
都
バ
ス
の
停
留
所
を
設

け
ま
し
た
(
足
立
滴
掃
工
場
～
北
千
住

駅
間
、上
り
線
の
み
)
。大
き
な
屋
根
を

か
け
て
、雨
の
日
も
傘
を
さ
さ
ず
に
庁

舎
へ
入
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。ま

た
、北
千
住
駅
～
新
庁
舎
間
に
は
都
バ

ス
路
線
が
新
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
庁
舎
建
設
課

3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

【建
設
地
】中
央
本
町
1
―
1
7
―
1

【
階

数

】

地
上
1
4
階
(
高
層

棟
)
、
地
上
8

階
(

中
層
棟
)
、

地
下
3

階

【
高

さ

】

高
層
棟
約
6
0
m

着々と進む新
庁 舎建設工 事

西 側から見た新庁舎完成模型図

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
」
入
所
者
募
集

六
月
一
丁
目
に
建
設
中
の
高
齢
者
複

合
施
設
の
中
に
、経
費
老
人
ホ
ー
ム
「
ケ

ア
ハ
ウ
ス
六
月
」
を
開
設
し
ま
す
。
食

事
の
提
供
と
入
浴
の
準
備
の
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
、
生
活
相
談
等
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

募
集
期
間
=
1

月
1
0日
1
3
1日

所
在
地
=
六
月
1
1
6
1
1

対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:区
内
に

お
住
ま
い
の
満
6
0歳
以
上
の
方
お
よ
び

そ
の
配
偶
者
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度

の
身
体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
は
高
齢
等
の
た
め
に
独
立
し
て
生
活

す
る
に
は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
、家
族

に
よ
る
援
助
が
困
難
な
方
/
日
常
生
活

の
維
持
が
可
能
な
方
/
使
用
料
の
負
担

能
力
の
あ
る
方
定
員
=
2
0
人
程
度

(
う
ち
夫
婦
4
組
)
使
用
料
=
年
収

に
S
じ
て
、月
額
約
3
～
1
2
万
円
入

所
予
定
時
期
=
4
月
1
日
以
降

申
込

方
法
=
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
募
集
期

間
内
に
本
人
が
直
接
高
齢
者
施
設
運
営

係
に
持
参

申
込
用
紙
の
配
布
=
区
内

の
各
区
民
事
務
所
、
各
福
祉
事
務
所
、

東
・
西
陣
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
千
住
本
庁

舎
・
高
齢
者
施

設
運
営
係
で
配

布

※
く
わ
し

く
は
、
申
込
書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

申
・
問
先
よ
冱
宋
庁
舎
・
高
齢
者
施

設
運
営
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

平成6 年度　第1 回
教育委員会児童・生徒褒賞

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動

な
ど
で
大
き
な
成
果
を
収
め
た
り
、

特
に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行
っ
た

区
内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
、
褒
賞

を
行
っ
て
い
ま
す

。
今
年
度

も

、
次
の
小
・
中
学
生
の
皆

さ
ん
が
区
長
褒
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。(

敬
称
略
)

□
小
学
生
・
団
体
の
部

足
立
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ツ
ク

ト
ラ
ン
ボ
リ
ン

ク
ラ
ブ
(
4

人
T

第
2
2
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選

手
権
大
会
低
学
年
女
子
第
1

位
/

高
野
小
学
校
(
4
人
)
・・・

畄
さ
わ
や
か
全
日
杢

輪
車

競
技
大
会
学
校
・
児
童
館
対

抗
リ
レ
ー
優
勝

□
中
学
生
・
団
体
の
部

足
立
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ
ツ
ク
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
(
I
人
了
第
2
2回
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
権
大
会
中
学
生
女
子
第
1

位
□
小
学
生
・
個
人
の
部

西
元
艮
太
(
保
木
間
小
)
・
:

剳
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
自
転
車
ト
ラ
イ
ア
ル

プ
ッ
シ
ン
の
部
総
合
第
2

位

□
中
学
生
・
個
人
の
部

宮
崎
千
聖
(
東
綾
瀬
中
T

第
2
5
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
女
子
瞋
S

第
1

位
/

野
口
朋
恵
(
蒲

原
中
T

第
2
2
回
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技

選
手
権
大
会
中
学
生
女
子
第
1
位
/

山
幸
(
花
保
中
T

同
中
学
生
女
子
シ

ン
ク
ロ
第
1

位
/

高
橋
和
樹
(
第
三

中
T

第
1
9
回
関
東
中
学
校
柔
道
大

会
男
子
5
5
㎏
級
優
勝
/

原
郁
久
恵
(

第
十
四
中
)
・・・
同
女
子
4
8
㎏
級
準
優

勝
/

高
嶋
夏
子
(
江
北
中
)
・
:
狽
さ
わ

や
か
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
中
学

生
女
子
の
部
1
0
0
a第
1

位

A
教
育
委
員
会
V

12月22日、産業振 興館で
行われた褒賞授与式

神 戸 市 な ど 兵 庫 県
南 部 地 震 災 害 の
義 援 金 の 受 け 付 け

区では、被災地援護のため
千住本庁舎と中央本町庁舎に
募金箱を設置し ました。また、
各区 民 事務所お よ び千 住 本
庁舎4 階・総務係に直接お持
ちいただいても結構です。
期限=2 月28日 問先= 千住
本庁舎 ・総務係
3882 ―1111㈹

葦
立
ち

千
住
大
橋

現
在
、
ビ
デ
オ
広
報
で
「
千
住

大
橋
」
を
放
映
し
て
お
り
ま
す
が

ご
覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

千
住
大
橋
は
、
江
戸
幕
府
が
開
か

れ
る
少
し
前
に
架
け
ら
れ
、
昨
年

架
橋
4
0
0年を
迎
え
ま
し
た
。
人
や

物
の
往
来
と
と
も
に
、
文
化
の
出

入
口
で
も
あ
っ
た
こ
の
檻
は
、
足

立
の
発
展
の
過
程
を
映
し
て
き
た

橋
と
い
え
ま
す
。

江
戸
の
北
東
の
守
り
と
し
て
、

ま
た
日
光
街
道
の
要
所
と
し
て
設

け
ら
れ
た
こ
の
橋
は
、
や
が
て
、

大
消
費
地
江
戸
と
近
郊
農
村
地
帯

の
足
立
を
結
ぶ
要
と
な
り
ま
し

た
。昭

和
2
年
、
現
在
の
鉄
橋
に
な

る
と
、
市
電
が
通
り
、
多
く
の
人

が
こ
こ
を
越
え
て
都
心
へ
向
か
い

ま
し
た
。あ
る
年
代
以
上
の
人
々

は
通
学
や
通
動
、
所
用
で
こ
の
橋

を
渡
る
時
、
小
さ
な
旅
立
ち
の
興

奮
を
覚
え
た
と
い
い
ま
す
。
足
立

の
北
部
に
は
、
ま
だ
の
ど
か
な
田

園
が
残
っ
て
い
る
こ
ろ
で
し
た
。

や
が
て
、
昭
和
3
7年
に
日
比
谷

線
、4
4年
に
千
代
田
線
が
開
通
す

る
と
、
都
電
や
バ
ス
の
多
く
が
姿

を
消
し
、
橋
は
業
務
用
の
車
で
あ

ふ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
ま
、
足
立
区
は
、

生
活
副
都
心
と
し
て
、
情
報
の
発

信
地
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
が
は
ぐ
く
ん
だ
固
有
の
モ

ノ
や
文
化
が
、
千
住
大
橋
を
渡
っ

て
広
く
世
界
へ
は
ぱ
た
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
、と
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。

区
長
　古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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所得税・住民税の申告は
正しく お早めに2月16日～3月15日 3

月
に
入
り
ま
す
と
、
窓
口
が
大
変
漉

雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
や
ご
相

駁
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。所

得
税

所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
人

①
平
成
6

年
中
の
S

業
所
得
や
不
一

産

所
得
な
ど
各
一

所
得
金
額
の
合
計

額

が
、
棊
畸
控
除
や
扶
養
鯉
除
な
ど
各
種

所
得
控
除
の
台
計
額
よ
り
多
い
人

②
給
与
所
得
が
あ
る
人
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人
・
・
・
平
嵎
6
年
中
の
姶
与

収
入
が
、
千
5
0
0
万
円
を
超
え
る
人
/
給

与
以
外
に
2
0
万
円
を
超
え
る
所
槫
が
あ

る
(
/
給
与
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら
9
つ

っ
て
い
る
人
/

同
族
会
社
の
役
員
や
そ

の
親
族
な
ど
で
、
そ
の

法
人
か
ら
給
与

以
外
に
不
助
産
の
便
用
科
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
た
人

9

仝

・
左
官
・
と
び
珮
な
ど
で
、
仕
S

先
が
一
定
し
て
い
な
い
人
や
所
帰
税

を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
人

④
土
地
や
難
物
な
ど
を
一

捩
し
た
人
*

貿
い
換
え
の

特
例
な
ど
夸
受
け
、
税

金
が
か
か
ら
な
い
一

色
で
も
申
告
が
必

要
で
す
。

⑤
ゴ
ル
フ
会
員
槽
、
美
術
品
や

宝
石
な

ど
の
助
産
類
、
借
家
権
等
を
瞑
擯
し
た

人⑤
株
式
・
出
資
な
ど
の
有
価
証
渺
を
脹

渡
し
た
人

※
上
一

株
な
ど
i
証
豐

覆

等
で
允

委

託
し
た
場
合
で

、
原
泉
分
離
課
税
の
選

択
申
告
S

を
提
出
し

な
も
の
に
つ
い
て

は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

確
定
申
告
書

の
提
出
場
所

所
輯
の
税
務
S
で
受
け
付
け
奪
y
。

▽
足
立
税
務
一

▽
西
新
井
碗
務
一

※

申
告
魯
は
郵
送
で

も
受

け
付
け
ま

す
。
控
え
が
必
麦

秀

は
、
必
ず
返
信

用
の
封

簡
を
同
封
し
て

戸、″
吉

い
。

○
阿
税
務
暑
と

も
駐
車
場
が

狹
い

た

め
、
車
で
の
来
魯
は

ご
違
S

く
だ

さ

い
。

住
民税

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

①
平
成
6
年
中
に
所

傳
が
あ
り
、
平
成
7

年
1
月
1

日
現
在
、
足
立
区
内
に
庄

ん
で
い
や

入

②
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
区
内

に
S

務
所
や
事
業
所

、
蒙
屋
敷
が
あ
る

人

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
い
人

①
碗
務
S
に
確
定
申
告
を
す
る
人

②
平
成
6

年
中
の

所
傳
が
給
与
だ

け

で
、
給
科
か
ら
住
民
税

を
差
し
引
か
れ

て
い
る
人

③
平
成
7

年
1
月
1

日
璃
在
、
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
た
人

④
平
虞
6

年
中
の
合
計
所
!

爾

が
均

等
創
非
課
税
限
度
額
〔
(
控
除
対
象
配

偶
老
十
扶
養
親
族
+
1
)

×
3
4万
円
+
1
8

万
円
)
以
下
の
人

非
課
税
の
方
も

申
告
に
ご
協
力
を

申
告
の
必
要
が
な
い
③
・
④
に
該
当

す
る
人
で

も
、
非
課
碗
証
明
一

の
発
行

や
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
の
基
礎

資
料
と
な
ひ
ま
す
の
で
。
申
告
書
の
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
民
税
申
告
書

の
提
出
場
所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
諜
に

提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受
け

付
け
て
い
李

歹
。な
覡

各
区
民
事
務
所

で
も
課
税
熏
職
一

が
2

日
間
出
張
し
て

受
け
付
け
ま
す
。
日
程
は
「
あ
だ
ち
広

報
」
2

月
2
5日
号
に
掲
皿
し
ま

す
。

所
得
控
除
欄
の
記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

加
年
中
の
所
曄
龠
糲
が
3
5
万
円
以
下

の
、
生
計
を
一
に
す
る
配
儒
者
ま
た
は

扶
養
観
族
を
有
し
て
い
る
珊
會
に
は
、

そ
の
状
況
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
控
除

が
あ
Q
嫐
y
。

▽
配
偶
者
控
除
▽
一
般
の
扶
養
控
除

▽
老
人
扶
養
控
除
(
大
正
1
4
年
t
月
1

日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
)

▽
特
定
扶

輿
親
族
の

扶
養
鯉
除
(

晒
和
酊
年
1

月
2

り
か
ら
5
4
年
1
月
―
日
ま
で
に
檗
一

れ
た
人
)

嶌
い
ず
れ
も
、
事
業
専
従

者
と
な
っ
て
い
る
人
や
、
他
の
観
族
の

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
対
象
と
'な

っ
て
い
る
人
は
除
か
れ
ま
す
。

□
配
偶
者
特
別
控
除

申
告
者
の
合
肝
所
槫
金
膜
が
廴
千
万

円
以
下
で
あ
ひ
、
か
つ
配
偽
者
が
次
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
場
合
に
控
除
の
対
t

～

・

▽
平
成
6

年
中
の
断
雙

顧

が
7
0万
円

未
漉

▽
事
業
専
従
者
や
他
の

観
族
の

扶
養
控
除
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と

□
社
会
保
険
料
控
除

平
虞
6

年
中

に
支
払
っ
た
偏
康
保
険

科
、
厚
生
年
金
保
険
料
、
I

民
年
金
保

険

科
な
ど
で

す
。

□
生
命
保
険
料
控
除

申
告
奢
や
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す

る
配
偽
者
、
そ
の

他
の
親
族
を
受
取
人

と

す
る
も
の
で

。
平
虞
6

年
中
に
支
払

っ
た
缶
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
生
命
保
険
、

生
命
共
済
お
よ
び
郵
便
年
金
契
約
の
う

ち

、
定
め
ら
れ
た
桑
件
に
該
当
す
る
個

人

年
龠
哭
約
に
つ
い
て
も
、
問
様
の
取

り

扱
い
に
な
り
ま
す
。

□
損
害
保
険
料
控
除

甲
告
者
や
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
巻
、
そ
の

他
の
墹
族
が
所
有
し

て
い
る
東
屋

。
震
財
零
、
ま
た
は
こ

れ

ら
の
人
の
身
体
に
僻
書
を
受
け
た
場
合

に
、
保
陬
啻
も
し
く
は
共
済
金
が
支
払

わ
れ
る
撰
書
保
険
契
約
等
に
係
る
保
険

科
が
該
当
し
本
y

。

□
障
害
者
控
除

身
体
障
害
者
缶
呶

、
愛
の
手
帳
を
お

持
ち
の

大
、
犒
た
き
り
で
常
に
複
雑
な

介
護
を
必
謇
と
し
て
い

る
大
が
該
当
し

李

。

□
寡
婦
・
寡
夫
控
除

6
5鎭
以
下
(

昭
和
5

年
1
月
2

日
以

降
に
生
ま
れ
た
大
)
で

。
次
の
大
が
該

懣
し
ま
す
。

▽
寡
婦
…
夫
と
死
別
、離
婚
の
嫡
合
で
、

扶
養
親
峡
ま
た
は
合
計
所
博
金
額
3
5
万

円
以
下
の
子
を
有
す
る
大
。死
別
の
場

き
は
こ
の
被
扶
養
者
が
い
な
く
て
も
、

本
人
の
合
計
所
得
が
緊
万
円
以
下
な
ら

該
当
し
ま
す
※
寡
婦
の
特
別
加
算
…

扶
養
観
族
で
あ
る
子
を
有
し

、
合
計
所

欅
金
糲
が
旛
万
円
以
下
の
寡
婦
の
場
<
c

は

、
控
除
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

▽
寡
夫
…
妻
と
死
別
、離
婚
の
珊
合
で
、

合
計
所
得
金
額
3
5
万
円
以
下
の
子
夸
有

し

、
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
泌
万
円

以
下
の

人

□
老
年
者
控
除

6
5歳
以
上
(

昭
和
5

年
1
月
1

日
以

町
に
生
ま
れ
た
人
)
で

、合
計
所
傳
金
額

が
1
千
万
円
以
下
の

人

※
合
叶
所
帰

は

、
分
離
譲
渡
所
槫

が
あ
る
場
合

、
特

別
控
除
加
の
譱
喟
で

計
算
し
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

(還

付

申

告
)

次
の
よ
2
鳶
合
に
は
、原
泉
徴
収

さ
れ
た
所
槫
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
専
y
の
で
、お
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い

。

①
中
途
退
職
し
た
人
(
②
多
額
の
医

療
費
夸
支
払
っ
た
人
(
平
成
6
年
中
に

叉
払
っ
た
医
療
麦
が
、龠
肝
所
槫
金
談
@

a
i

た
は
1
0
万
円
の
い

ず
れ
か
少

な
い
糲
を
超
え
る
場
合
に
は

、
そ
の
超

各
{
亟

分
の
金
額
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す

。
な
お

、
出

産
費

、
一

観
療
養
賢
な
ど
龝
篥
保
険
零
で
楠
て
ん

さ
れ
た
金
額
は
医
療
費
か
ら

差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
)

⑤
庄
啗
を
ロ
ー
ン

で
取
得
し
た
人
(

自
己
の
乕
住
用
の
家

屬
を
ロ
ー
ン
で

新
築
・
爾
入
・
増
改
築

し
た
場
合
、
所
定
の
要
件
を
満
た
せ

ば

住
宅
取
樽
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
前
住
辱
を
売
却
し
た
り
し
て
買

い

換
え
の
特
例
や

譲
渡
所
得
の
課
税
の

特
例
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
申
告
者

本
人
の
所
得
龠
櫚
が
3
千
万
円
を
超
え

る
場
台
に
は
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
せ

ん
)

④
戛
難
や
災
害
に
あ
っ
た
人

⑤
確
定
申
告
を
し
て
還
付
と
な
る
控
除

は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
あ
り
、

申
賣
に
は
郎
付
瓣
類
が
必
賽
で
す
。
く

わ
し
く
は
。
税
鵬
一
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
医
療
費
控
除
の
還
付
申
告

は
、
区
役
所
中
央
本
町
庁
合
・
課
税
飄
で

も
3
月
1
5
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
搴
y

個
人
事
業
者
の
方
へ

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は

正
し
く
　
お
早
め
に

擽
税
事
業
者
は
、
平
成
7
年
3
月
3
1

日
ま
で
に
平
虞
6
年
分
の
『
消
費
税
確

定
申
告
!
を
作
虞
し
て
所
略
の
税
務

W
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

税
麟
を
駟
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
消
費
税
確
定
申
告
書
」
に
は
S
曷
課
税

用
と
一
般
用
の
2
着
類
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
4
年
中
の
課
税
売
上
高
が
4
億

円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、
&
飾
脣
に

「
満
費
税
簡
易
課
税
制
慶
選
択
届
出
魯
」

を
畏
出
し
て
い
る
方
は「
簡
易
騨
税
用
」

奏
堤

出
し
て
く
だ
さ
い

②
平
虞
4
年
中
の
課
税
売
上
高
が
4

偉

円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
、
簡
易
畷
税

制
度
萱

濔
U

な
い
鳳
税
事
業
者
、
ま

た
は
還
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
課
税
事

業
者
の
方
は

、ご

般
用
j
を
m
出
し
て

く
だ
さ
い

※
「
課
税
事
業
者
」
と
は

、
次
の
方
を

い
い
ま
す
。

▽
平
虞
4

牟
中
(

基
皿

期
間
)
の
課
税
売
上
高
が
3
千
万
円
を

琴

戞

豕

業
者

▽
平
成
4
年
中
の
課

秘
売
上
高
が
3

千
万
円
以
下
の
事
業
者

で
「
消
費
税
課
税
事
業
者
の
選
択
届
出
!

を
畏
出
し
た
事
業
者

青
色
申
告
特
別
控
除

事
業
所
傳
ま
た
は
事
業
的
観
侠
の
不

動
産
所
傳
を

有
す
る
一

色
申
告
者
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
最
高
3
5

万
円
の

控
除
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま

す
。
な
お

、
3
5万
円
の
特
別
控
除
の
邏

用
夲
疂

け
ら

れ
な
い
斉
色
申
告
者
は
、
y

』れ
ま
で
と

同
様
に
最
高
1
0万
円
の
特

別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
得
税
・
贈
与
税
は
平
成
6
年
分
、

住
民
税
は
平
成
7
年
度

か
ら
の
主
な
改
正
点

所
得
税
に
つ
い
て

□
所
得
税
の
特
別
減
税
の
実
施

平
虞
6

年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
、

躪
万
円
を
限
度
に
、
年
税
額
の
3
%

相

当

額
が
蹉

罟

れ
ま
す
。

※
獗
泉
分

離
I
譽
i

択
し
た
所
帰
に
係
る
所
慱

秘
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

□
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
改
正

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
は
、
こ
れ
ま

で
本
人
の
合
計
所
得
金
額
が
2
千
万
円

以
下
の
場
合
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
声
‥
)
た
が
、
平
成
6
″
T
月
1

日
以
後
に
居
住
の
用
に
吟
す
る
も
の
か

ら
、
3
千
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
`
'
れ

…

特
定
の
魎

住
用

財
産
の
一

い
換
え
(

交
換
)
の
特
例
の
改
正

杏

住
用
財
窟
を
賢
い

換
え
た
場
合
、

一
定
の
要
件
の
も
と
に
課
税
の
繰
り
延

べ
が
認
め
ら
ま
す
が
、
遍
用
対
I

と
な

る
I

渡
資
産
の
評
価
が
I
億
円
以
下

に

引
搴
占

旨

れ
ま
し
た

。

□
相
続
財
産
に
か
か
る
譲
渡
所
得
の
課

税
の
特
例
の
改
正

相
続
財
産
を
相
続
税
の

申
告
期
限
か

ら
一
定
期
間
以
内
に
譲
渡
し
た
場
合
、

土
地
等
に
か
か
る
相
続
税
相
当
額
か
取

潯
費
に
加

算
さ
れ
ま
す
が
、
一
定
期
間

が
3

年
以
内
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
た

だ
し
'
m
6

年
1

月
1
日
以
後
に
相

親
等
に
よ
り
取
槫
し
た
相
続
財
産
を
、

同
日
以
後
に
譲
渡
し
た
場
合
に
瞋
り
ま

す
。
そ
の
他
の
場
合
は
2
年
y
l
り
ま

す
。贈

与
税
に
つ
い
て

□
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
の
特
例
の
改

正
適
用
対
象
者
の
所
得
が
千
聊
万
円
以

下
、
5
分
5

衆
の
対
象
と
な
る
特
例
限

度
糲
が
1
千
万
円
、
住
宅
の
床
面
積
の

上
限
が
裼
㎡
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
引
甞
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
唇

圧

宅
の

う
ち
耐
火
雇
築
物
以
外
の

建
築
物
の
築

椴
経
過
年
数
が
1
5
年
以

内
に
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

住
民
税
に
つ
い
て

□
税
率
適
用
区
分
の
改
正

佃
人
で

納
め
て
い
た
だ
く
住
民
税
に

つ
い
て

、
所
辱

割
碗
率
の
適
用
区
分
が

詼
1

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
基
礎
的
な
人
的
控
除
額
の
引
き
上
げ
　

基
礎
控
除
観

、
配
偶
者
控
除
額
、
扶

賁
控
除
額
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除
額

髷
2

の
と
お
り
引
霤
卜
g

れ
声

し

た
。

□
特
別
減
税
の
実
施

佃
人
の
都
民

税
お
よ
び
特
別
区
民
税

に
つ
い
て
、平
成
7
年
度
分
に
限
り
、所

摶
割
額
の
1
5
%
に
相
当
す
る
金
談
(
2

万
円
が
限
度
)
を
特
別
減
税
翻
と
し
て
、

所
得
創
額
か
ら

鯉
除
し
ま
す
(
均

等
割
、

利
子
割
お
よ
び
分
離
課
税
に
佩
る
所
得

創
は
、
特
別
碗
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
)
。

・

加
年
中
に
お
い
て
所
得
を
有
し
な
か

っ
た
力
に
傑
る
非
課
税
措
一

の
廃
止

加
年
中
に
所
得
を
有
し
な
か
っ
た
方

に
対
す
る
非
課
税
措
置
か
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
非
職
税
の
判
定

は
、
均
等
創
非
課
税
限
度
額
お
よ
び
所

得
割
非
職
税
限
度
額
を
も
っ
て
算
定
す

る
y
左
に
な
ひ
本
y
。

表1　 住民税・所得割税率区分( 平成7 年度分)

表2　 住民税・人的 控除改正点( 平成7 年度分)

退
職
所
得
に
対
す
る
住
民
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
退
職
所

槫
に
対
す
る
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
平

嵎
7
年
1
月
―
日
以
降
に
退
職
さ
れ
る

方
の
分
か
ら
新
し
い
税
率
で
税
額
を
計

算
す
る
こ
と
に
な
り
`
C
た
。
給
与
支

払
者
の
方
は
、
1
2月
に
お
送
り
し
ま
し

た
「
退
皿
所
慱
に
対
す
る
住
民
税
の
特

別
徴
収
の
里
引
峇

お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
特
別
徴
収
佩
a
(
3
8

～
)
8
9
1

納
税
は
期
限
内
に

還
付
金
は
銀
行
振
込
で

▽
確
定
申
告
に
か
か
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
問
じ
1
月
1
5
日
で

す
。

▽
桷
S

税
の
椚
期
限
は
、
申
告
期
限
と

同
じ
3

月
3
1日
で
す
。

▽
住
民
税
の
集
1

期
納
期
限
は
1

月
3
0

日
で
す
。

納
碗
は
、
便
利
な
鰻
行
な
ど
の
口
座

か
ら
の

振
番
納
税
を

ご
利

用
く
だ
さ

い

。
な
お
、
所

得
税
・
消
費
税
の
還
付

龠
は
、
飯
行
等
へ
の
振
込
を
ヽ
』利
用
く

だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

給
与

支
払
者
の
方
に
は
。
給
与
支
払

輙
告
S
を
、
給
与
の

支
払
を
受
け
て
い

る
万
が
1

月
1

日
現
在
居
住
し
て
い
る

区
市
町

村
長
あ
て
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
提
出
期
限

は
1

月
3
1日
で
す
。
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
め
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
先
I

中
央
本
町
庁
舎
・
特
別
徴
収
佩
S
(
3
g
)
9
1

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・
住
民
税

の
共
同
説
明
会

衷
3

の
日
程
で
晩
明

会
を
行
い
ま

す
。
お

気
軽
に
I

寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け

く
だ
さ
い
。
な
お
。
税
理
士
命
に

よ
る
無
科
相

談
も
震
4
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

表3　 所得税・個人事業税・住民税の共同説明会

表4　 税理士会による無料相談

麦5　 問い合わせ先

※ 各 会 場 への 車 での 来 場・ 来 署 は ご遠 慮 く だ さ い 。

納
税
は
1
月
3
1日
ま
で
に

平

臑
6
年
度
特
別
区
民
税
・
郡
民
税

第
4

朋
分
の
納

期
嗅
は
、
1

月

駐
日
(

火
)

で
す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の

窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
先
―
中

央
寡
町
庁
舎
・

納
税
第
一
、
第
二
佩

3
8
8
0
)
8
8

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

の
税
金
を
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
励
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
励
車
な
ど
薹
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機
付

自
転
車
や
暖
二
こ
二
・
四
輪
車
、
二
略

小
型
自
勦
卑
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
夸
y
れ
ぱ
平

癘
7

年
度
以

降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

対
象
=

盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い

方
(
一

粲
に
盗
難
驅
夸
出

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/

届
け

出
を
し
な
い
で
履
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/

解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
I

責
6
の
と

お
り

表6　 軽自動車税問い合わせ先一覧

夕
焼
け
放
送
の
時
間
変
更

夕
焼
け
放
諾
は
、
2

月
か

ら
4
月
ま

で
、
午
後
5

時
に
な
り
ま
す
。

問
先

1
千
住
本
庁
舎
・
青
少
年
課
調
塵
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
案
内

五
反
野
駅
付
近

歩
道
い

っ
ぱ
い
に
置
か
れ
た
取
置
自

転
車
を
よ
け
て
車
遭
を
歩
く
は
め
に
な

っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
自
転
車

は
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
止
め
万
に

よ
っ
て

は
街
の
央
観
を
損
ね
、
緊
急
時

の
陣
害
物
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

。

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
&
ね
H
e

以
内
を
、
自
転
車
放
瞳
禁
止
区
域
に
指

定
。
皋
止
区
域
内
の
放
置

自
転
車
は
、

区
が
撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所
に
保
管

し
、
引
き
取
る
際
に
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
撤

去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す

の
で
、
ご
産
蓴
ぐ
だ
さ
い

。

五
反
野
駅
周
辺
は
、
銀
行
や
商
店
・

ス
ー
パ
ー
等
の
前
の
一

路
に
政
一

自
転

車
か
多
く
、
道
路
が
狹
く
な
り
歩
行
者

が
迷
惑
し
て
い
本
f
'
。

通
励
・
通
学
、
買
い
物
等
で
駅
周
辺

夲
莉
用
す
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
歩
く

よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
自

転
車
の
鳩
合
は
、

必
ず
自
転
車
置
き

場
を
利
用
し
て

く

だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐

車
場

▽
五
反
野
北
駐
申

場
…
足
立
4
-
口

1
2
5先

霓
3
8
9
)
3
5
6

・
民
常

自
転
車
畦

車
場

▽
五
反
野
第
L
畦

車
場
…
足
立
3
1

2
9
霓
3
～
O
)
7
4
g

▽
苙
反
野
第
2
駐
車
場
…
息
立
4
-
4
0

霓
3
8
8
0
)
7
4
5
5

□
放
置
自
転
車
撤
去
先

▽
加
平
移
送
所
…
加
平
2
-
1
7
-
6
先

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
伝
車
係

官
(
3
8
8
0
)
1
3
0

五反野駅 周辺自転車放置禁止区 域

特
別
減
税

□
所
得
税
の
特
別
減
税
に
つ
い
て
　

平
武
6

年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て

は
、
讚
万
円
を
限
度
と
し
て
、
牢
税

糲
の
S
%

相
当
額
を
控
除
す
る
特
別

祺
税
が
行

わ
れ
家
す
(

源
泉
分
曜
擽

碗
夲
遺

択
し
た
所
得
に
係
る
所
摶
税

は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
)
。
控
除
も

れ
の
な
い
よ
う
に
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

□
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
対
す
る
所

得
税
の
特
別
派
税
に
つ
い
て
　

所
得
税
の
特
別
減
税
は
、「
紿

与

所
得
者
の

扶
養
控
除
等
の

申
告

書
」
を
提
出
し
て
い
る

会
社
で
。
6

月
と
年
末
調
整
の
瞭
の
2

回
行
わ
れ

て
い
ま
す
。減
税
額
は

、年
税
額
の
2
0
%

相
当
額
で
躅
万
円
が
限
度
と
な
り

ま

す
。
平
成
6

年
分
の
確
定
申
告
一

を
提
出
さ
れ
る
塀
台
に
は
、
特
別
減

税
額
を
再
叶
専
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
控
除
も
れ
や
肝
算
誤
り
が
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
(

源
泉
分
離

諏
税
の
適
用
を
受
け
た
所
慱
に

係
る

所
粤
税
は
、
特
別
珮
税
の
対

象
と
な

り
ま
せ
ん
)
。

□
退
職
所
得
の
あ
る
人
に
対
す
る
所

潯
税
の
特
別
減
税
に
つ
い
て

平
嵎
6

年
中
に
退
皿
金
を
も
ら
っ

た
人
で
、
原

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所

得
税
が
あ
る
人
は
、
梟

畢

管
で
特

別

減
税
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま

す
。
ほ
か
の
所
I

と
台
わ
せ
て

確
定

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎ 最近、「E黻税局、税筋署関係 者」などといって、碗務関係の図 ● の販充や講習会への参加を呼び掛け、多額の金銭を請求するといった
ことが多発し ています。ご注意ください。 《 足立・西新井税鵬署》

◎ 所 豚税の確定 申告の季節になりまし た
。毎年この時期になると& 琿士資格のない 「税理士のニセモノ」が申告書の作塙などをする

ことかあります。ご注意く ださい。《 税理士会足立・西新井支那》
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安心
し て い

き い

きと 住み慣
れ

た ところで 暮ら
し た

い

高齢者在宅福祉サービ ス

区では、高齢者のフiが隹み慣れた臉鰉で安心し
て蕃らせるよう。いろいろな福祉サービス曇行。

ています。寝たきりなど症状の皿い力はもちろん、

足が韓9 て霞近ちょうと歩くのがつらくなりてき
たという方まで、様々なサービスがあります。
今回は、ちょりとした手助けがあれぱ自立した生

活が送れるという力のための柵祉サービスの紹介
を特集します。稟申冊魯所別に掲載してあります。

高
齢
者
施
設
運
営
係

高
恥
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
麌
1
)
で
は
、高
齢
者
が
自
宅
で
最

か
に
充
実
し
た
埀
冢
麁
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、い
ろ
い
る
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
つ
て
い
ま
す
。栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
昼
食
付
き
(
L
食
榊
円
)

で
、バ
ス
で
送
迎
し
本
y
。利
用
期

間
―
よ

遇
2
回
/
1

年
間

デ
イ

ホ
ー
ム

6
5繻
以

上
で

、
身
体
が
珊
い
た
め
蒙

戴
に
引
き
こ

も
り
が
ち
の
方
に

、
陶
芸

づ
く
り
や
齊
I

、
音
楽

、
贋
奏
な
ど
の

魯
味
辱
聊
夸
行
っ
て
い
ま
す

。

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性

デ

イ

ホ

ー

ム

痴
呆
性
で
在
宅
の
刀
に
、
症
状
が
進

ま
な
い
よ

う
に
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

や
乎
節
の

抒
S

な
ど
を
行
っ
て
い

ま

す
。

機

能

訓

練

脹
卒
中
の

偉
墫
屁
な
ど
に
よ
り
身
休

櫞
嵋
が
低
下
し
て
い
る
方
に
、
そ
の
方

に
あ
っ
た
各
翻
訓
練
掬
辱
を
行
っ
て
い

ま
す給

食
サ
ー
ビ
ス

高
飴
者

在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

召

の
出
』で
は

、
お
近
く
に
僅
ん
で
い

る
高
齢
者
の
方
に
給
食
(
屁

食
)
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す

。

日
時
一

月
瓏
I

土
一

日
で
週
2

日
ま
で

。
正
午
I

午

後
F

畤

鳩
所
-
「
日
の
出
」・
食
竃

費
用
I
L

食
槇
円

1
い
ず
れ
t

問
先
一

千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
施
般
運

営
佩
　
(
3
a
2
T
1
1
1

㈹

車
イ
ス
の
ま
ま

、
乗
り
降
り

で
き
る
バ
ス
で

、
ご
自
宅
の

近
く
ま
で
行

き
ま
す

高齢者在宅サービスセンター位置図

表1　 高齢者在宅サービスセンター

憲管轄尨糲については、お問い合わせくださしゝ

高

齢

者

福

祉

係

緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム

家
庭
内
で
突
然
の
病
気
な
ど
の
緊
急

事
態
に
な
っ
た
と
き
、ペ
ン
ダ
ン
ト
を

押
す
だ
け
で
東
京
消
防
庁
に
通
報
さ

れ
、近
騨
の
s
力
員
が
救
急
車
が
来
る

ま
で
援
助
し
ま
す
。対
象
-
6
6
纔
以

上
の
ひ
と
り
亊
ら
C
、ま
た
は
高
齢
者

の
み
の
世
帯
?
優
性
昃
一
辱
の
た
め
、

常
に
床
囂
が
必
驀
な
方

※
所
得
に
応

じ
て

費
用
の
負
焜
r

あ
ひ

家
す

福
祉
電
話
の
貸
与

・

料
金
助
成

S
話
で
会
話
を
楽
乂

だ
り

、
観
簒

と
連
絡
を
と
っ
た
り
で

き
る
よ
う
に

、

一

晒
を
お
貸
し
し

、
利
用
科
金
を
助
垠

(
毎
月
の
箜

霸

金
十
吻
円
ま
で
)
し

ま

す

。な
芻
、電
晒
を
お
持
ち
の
万
g
g

、利

用
料
金
を
助
癘
し
ま
す

。

対
S
I

近

帥
と
交
流
の
少
な
い
6
5
繻
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し

、
ま
心

蒿

齢
者
の
み
の

世

布

所
綿
制
限
―
住
民
税
均
等
割
以
下

無
料
入
浴
券

た
ま
に
は
銭
湯
に
入
っ
て
。地
域
の

人
々
と
攤
の
お
付
き
合
い
は
い
か
が
で

す
か
。柵
簟
す
る
方
に
入
浴
劵
を
お
厦

し
し
寥
す
。対
象
―
毎
年
4
月
1
日

現
在
7
0
繻
隰
ヱ
の
万
枚
数
一
年
間
1

人
1
2
枚
※
5
月
ご
ろ
、対
象
の
方
に

ご
連
絡
し
奪
y

I

い
ず
れ
も
ト
ト

申
・
問
先
―
千
住
寡
庁
舎
・
高
齢
者
福

祉
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

福

祉

事
務

所

日
常
生
活
用
具

手
で
触
れ
て
も
安
安
邃
磁
調
囲
器

な
ど
を
塵
し
上
げ
て
い
家
す
。対
食

I
お
お
む
ね
6
5
纃
嘔
ま
で
ひ
と
り
I
ら

し
碍
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

方
※
所
毎
に
応
じ
て
賢
用
の
負
担
が

あ
り
豕
す
(
衰
3
)
品
目
I
亀
磁
躙
理

葬
(
一
用
の
な
べ
・
や
か
ん
・
フ
ラ
イ

パ
ン
付
き
)
/
火
災
I
報
器
/
自
動
両

火
装
置
/
ガ
ス
安
全
シ
ス
テ
ム
申
込
-

印
か
ん
・
生
計
中
心
者
の
所
槫
証
明

・
を
持
笋
し
、
廩
接
原
口
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

I
亊
や
介
享
な
ど
を
、
ち
ょ
っ
と
手

伝
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
と
き
に

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
伺
い
ま
す
。

対
象
-

日
常
枩
S
に
支
陣
が
め
忝
、
お

お
馼

腮

斌
以
上
の
万
の
い
る
覃
庭

※
所
一

に
応
じ
て
賢
用
の
角
現
が
あ
り

ま

す

申
込
-

生
計
中
心
者
の
所
得
証

明
S

を
持
命
し
、
一

接
窓
ロ

ヘ

シ
ル
バ
ー
ス
テ
ッ
キ

歩
行
の
不
自
由
な
6
5鎭
以
上
の
方
に

つ
え
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
申
込
―

印
か
ん
・
住
所
や
氏
名
の
確
認
が
で
き

る
も
の
(
保
険
証
等
)
を
持
参
し

、
一

接

窓
口
へ

I

い
ず
れ
も
ト
ト

申
・
問
先
―
管
轄
の

福
祉
事
務
所
(

衰
2
)

表2　福祉事務所一覧

表3　所得基準額

高

齢

者

住

宅

係

家
賃
助
成
・

住
宅
あ
っ
せ
ん

今
缶
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
取
り
貘
し

で
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
な
ど

、
住
宅

に
困
っ
て
い
る

方
に

、
民
間
ア
パ
ー
ト

を
ゐ
つ
廿
刄
し
て
い
ま
す

。
ま
た

、
家

賃
・
転
居
一
時
金
・
喫
約
更
新
料
の
一

部
を
助
虞
し
て
い
ま
す

。

対
象
―
高

齢
者
世
帯

※
世
帯
全
員
の

所
帯
に
よ

る
所
樽
制
限

が
あ
り
ま
す

申
・
閠
先
L

千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
保

(―
T
I
I
1

㈹

高
齢
者
向
け
住
宅

住
宅
内
に
段
差
が
無
く

、
手

す
叺
が

付
い
て
い
て

生
活
し
や
す
い

住
宅
で

す

。
と
っ
さ
の
と
き
の
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
だ
け
で
な
く

、

隻

霧

腋
や
緊
愈
時
の
対
応
な
ど
を
行

う
生
活
援
助
員

が
い
る

の
で
安
心
で

す
。
必
要
な
と
齊
a
区
の
在
宅
保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
冫
と
も
で

甞
ま

す
。
所
在
地
―
竹
の
塚
第
一
団
地
3
4号

棟
(
竹
の
銀
1
1
1
1
)

対
一
1
6
5
纜

叭
t
の
ひ
呉
簍
ら
し
、ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
嶌
ほ
か
に
も
資
格
竇

吽
が
あ
ひ
ま
す
家
s
I
8
万
t
千
揃

円
I
8

万
5

千
1
0
0円
(
a
月
ま
で
)

入

飃
時
期
―
即
入
居
可

募
集
戸
数
1
9

戸
(
I
D
K
)

申
込
-

昧
蒔
(
先
一
一
)

申
・
間
先
一

千
住
本
庁
舍
・
高
齢
者
住

宅
係

魯
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

公
団
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
募
集
二
諜
　
(
3
3
4
7
)
4
2
9
1

社
会

福

祉

協議会

友

愛

訪

問

家
底
で
一
人
で
い
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
お
宅
に
伺
い
話
相
手
に
な

り
ま
す
。
対
一
-
6
5
巉
早
エ
の
ひ
と

り
暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世

帯
お
は
よ
う
訪
問

ヤ

ク
ル
ト
を
配
車
す
る
と
き
に
、
高

齢
看
の

安
否
の
確
認

を
し
ま
す
。

対

象
1
7
0
糞
以
上
の
ひ
と
り
一

ら
し

テ
レ
ビ
修
理
費

の

援

助

6
5歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
、
ま
た

は
世

帯
全
員
が
6
5
歳
以
上
の
家
庭
を
対

象
に

、
テ
レ
ビ
の

修
理
費
を
年
間
1
万
5

千
円
ま
で
助
虞
し

奪
T
。

非

常

ベ
ル

魯
な
同
気
や
火
事

な
ど
、
と
っ

さ
の

睥
に
は
亀
翆
す
る
の

も
肄
し
い
と
の
こ

と
。
押
す
だ

け
の
非
常
ベ
ル
が
あ
な
た

を
守
ひ
ま
す
。

対
一
-
6
5
鳶
以
上
で

ひ
と
り
蔘
ら
し

I
い
ず
れ
t

問
先
=

社
会
福
祉
協

舉
<
R

(
l
T
l
l
'
l

高
齢
者
相
談
窓
口

(

す
べ

て

無

料
)

□
各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

内
容
L

老
人
ホ
ー
ム
の
利
用

、
ホ
ー
ム

ヘ
ル

パ
ー
の
概
滾
な
ど

受
付
―
午
前
9

時
I

午
暖
5

睥
(

土
・
日

繼
・
祭
日

を
除
く
)

□
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

鳩
所
―
「
扇
≒
千
寿
の
擲
」コ
(
月
(
4
月

以
降
)
」

内
容
I

在
宅
介
腟
に
関
す
る

縁
合
的
な
相
耿
恩
口
/

オ
ム
ツ
や
使
い

や
す
い

食
器
な
ど

、
介
護
用
品
の
展
示

・
紹
介
/
公
的
な
保
儺
福
祉
サ

ー
ビ
ス

の
利
用

案
内
/

住
宅
改
造
の

相
談
な
ど

受
付
―
午
恥
9
時
～
午
後
8
時
(
日
一

・
祭
日
夸
除
く
)
x
I
話
に
よ
る
相

飜
は
、3
時
間
心
対
し
本
y
周
先
―

在
喝
介
護
文
援
セ
ン
タ
ー
「
扇
」

(
―
)
3
?

「
千
寿
の
拠
」

(
e
)
a
1

□
高
齢
書
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

(
飄
―
)

内
容
l

高
齢
者
の
鴒
I

・

夲
罵

上
の
開
題
に
つ
い
て
の

相
談

受

付
―
午
前
9

時
～
午
後
i

睥
(
日
一

・

祭
日
牽

隊
く
)

毎
日
通
え
た
ら
、と
思
い
ま
す

「
さ
の
」デ
イ
ホ
ー
ム
に
通
う

遠
藤

好
さ
ん
(
神
明
南
一
丁
目
)

『
こ
れ

、
若
い
モ
ン
が
何
言
つ
て
る
』

つ
て
忝
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ

。

こ
こ
で
は
卯
纔
以
上
の
男
も
い
ら
つ
し

や
る
の
で

、
私
な
ん
か
は
看
い
ほ
う
に

人
つ
ち
ゃ
う
の
か
し
ら

。

6
月
か
ら
通
つ
て
い
衆
t
か
、も
う

毎
日
毎
日

、行
く
日

が
待
ち
還
し
く
て

、

も
っ
と
早
く
遍
い
た
か
っ
た
で
す

。
前

の
日
か
ら

、
明
日
は
阿
を
肴
て
い
こ

う

か
し
ら

、
寥
た
お
友
I

に
会
え
る
わ

、

な
ん
て
考
え
て

ぱ
か
り
い
ま
す

。

セ
ン
タ
ー
で
は

、
自
分
じ
ゃ
な
か

な

か
や
ろ
う
っ
て
匁
に
な
ら
な
い
S
I
や

包
晁
も
、
み
ん
な
と
お
し
ゃ
ぺ
り
C

な
が
ら
で
き
る
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

勵
を
し
て
い
る
冫
雁
は
、
自
分
も
役
に

立
て
て
う
れ
し
ぐ
思
い
`
ヂ
。
ま
た
、
家

に
い
る
と
耆
と
一
つ
て
「
あ
っ
」
と
い

う
閭
に
時
間
が
遍
賓
る
の
で
、
「
え
っ
、

も
う
帰
る
時
間
?
」
つ
て
少
し
寂
し
い

気
も
し
李
y
ね
。

毎
回
、
覃
に
帰
参
と
セ
ン

タ
ー
で
の

一
日

を
夭
に
話
す
の
で
、
夫
は
「
畊
よ

り
明
る
く
な
っ
た
ね
」
つ
て

き
っ
て
い

ま

す
。
私
は
、
楽
し
み
が
で
き
た
こ
と

が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、

知
ひ

台
い
に
も
、
セ
ン
タ
ー
の

良
さ
を

教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

本
当
は
毎
日
通
い
た
い
と
こ
ろ
だ
け

ど
、せ
め
て
あ
と
1

日
増
え
て
、湯
一
日

に
な
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

季節ごとに様々な 行事があります。9 月
の敬老会では仮装大会を企画。あこがれ
のセーラー服を着て心は娘時代

一 生 ここで

暮らしたいです
出 口 みつ子さん

( 弘 道二丁目)

以
前
か
ら
、
高
齢
者
に
住
宅
を
ゐ
つ

せ
ん
す
る
觸
廩
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
他
人
S
の
よ
う
に
恩
っ

て
い
た
の
で
す
。
と
こ
る
が
、
住
ん
で

い
た
ア
パ
ー
ト
が
取
り
壙
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
…
。
不
勣
苣
置
さ
ん
を
3
～

4
ヵ
所
回
っ
た
の
で
す
が
、
ど
こ
も
断

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
思
い
出
し
て
手
珊
き
を

し
た
ら
、
す
ぐ
不
動
産
飃
さ
ん
か
ら
電

話
が
あ
っ
て

、
わ
た
し
の
希
望
に
合
う

と
こ
ろ
が
壁
い
て
い
る
と
知
ら
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

柱
は
古
い
で
y
が
、
日
嗇
た
り
は
と

て
も
よ
ぺ
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
点

取
を
付
け
る
と
y
た
ら
、
㈲
点
か
し
ら
。

愚
子
ら
も
「
こ
こ
な
ら
い
い
ね
」
つ
て

S
ん
で
い
ま
す
。
ず
っ
と
こ
こ
で
事
ら

し
た
い
と
思
っ
て
い
穿
y
。

お
得
で
す
　
シ
ル
バ
ー
パ
ス

都
営
交
通
機
関
(

都
パ
ス
・
都
一

・

都
営
地
下
鉄
)

と
郡
内
民
営
バ
ス
に
乗

る
こ
と

が
で
霤
ゑ

霸

獰
で
す

。
毎
年
9

月
切
ひ
皙
え
で
す

。

対
一
-
7
0
畿

以
上
の
万

□
無
料
の
バ
ス

所
槫
制
限
(
右
纛
)
以
下
の
方
は
無
科

に
な
a
ま
す
。該
当
す
る
方
に
は
、9

月
に
お
届
け
し
本
y
。問
先
-
社
会

福
祉
梟
臨
会

(
3
8
a
T
I

□
有
料
の
パ
ス

所
辱
制
限
(
右
喪
)
を
超
え
る
方
は
有

科
に
な
り
ま
す
が
、9
月
末
日
ま
で
有

効
で
す
の
で
出
掛
け
る
こ
と
の
多
い
方

は
割
安
で
す
。s
用
-
1
万
9
千
5
3
0

円

申
込
=

霍

・
印
か

ん
を
持
参
し

一

接
窓
口
へ

申
・
問
先
1
千
住
本
庁

合
・
高
齢
者
福
祉
佩

3
1
T
1
1
1

㈹

シルバー パス所得制限基準 ( 平 成5 年中 の所 得)

注) 1 本 人 の所 得 襴 のO 内 は、 所得 の ● 眼 が 公的 犀 金 の
軈 合 、 収入 金 額( 公的 年 金 苟 控除 を 行 う 前 の 収 入貘) が 、

お お む ねい く ら で ある ガ を 示し ま す。
2 扶 養 艙務 麕 の 所 得 霽の く) 内 は 、 所 得 の 碓 瞋が 紡 与
所痢 の 場き 、 収 入 金 額( 紡 售 所 得 控鰍 を 行う 恥 の収 入 観) 　
が 、 お おむ ね い く ら であ る か を 示し ま す。

と
て
も
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た

寳
田

浅
次
郎
さ
ん
・
フ
ミ
さ
ん

(
西

新
井

六

丁
目
)

「
罹
祉
亊
務
所
で
つ
え
を
も
ら
え
る

よ
」
つ
て

、
友
邏
に
闃
い
て

申
纃
し
ま

し
た

。
以
前
は
皀
分
で
一

つ
た
も
の
を

使
っ
て
い
た
の
で
す
が

、
折
れ
て
し
ま

い
ま
し
て
ね

。
そ
れ
は
少
し
長
か
っ
た

の
で

、
い
た
だ
い

た
こ
の

方
が
便
い
や

す
い
で
す

。
軽
い
し

、
に
ぎ
り
の
大
き

さ
も
ち
ょ
う
ど
良
い
で
す
よ

。
あ
ま
り

大
奪
く
て

も
邪
魔
で
す
か
ら

。

夫
が
1
年
加
に
琴
こ
う
そ
く
で
剥
れ

て
か
ら

、
あ
ん
ま
り
外
に
出
歩
か
な
か

っ
た
ん
で

す
。
で
も

、
そ
れ
じ
ゃ
運
動

不
足
に
な
り
ま
す
か
ら
ね

。
こ
れ
か
ら

は

、
こ
れ
を
便
っ
て

二
人
で
敵
歩
に
で

も
行
孝
豕
し
ょ
う
か

。

平
成
7
年
度
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

足
立
区
を
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し

て
い
く
た
め
に

、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
お
聞

か
夢

だ
さ
い

。
次
の
旻
餌
で
区
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
の
で

。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
―
連
絡
僉
議
等
へ
の

出
席
(
平
日

、
年
4

回
程
度
)
/
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
名
(
年
3

回
程
度
)
/
施
設
見

彖
螽
へ
の
参
加
(
年
1
回
租
度
)
/
区
政

合
靦
に
つ
い
て
の
情
報
・
窟
見
・
要
望

等
の
提
出
(
随
時
)
/
そ
の
他
広
蓐
業
務

へ
の
串
力
任
期
-
4
月
I
平
虞
8
年

3
月

応
募
冓
格
(

次
の
す
べ
て
の

条

伴
多
喬
た
す
方
)
I
4

月
1

日
現
在
満

加
繊
以
上
/

足
立
区
に
I
f
f
*
き
婀
き
l
ヵ

月
以
上
居
住
し
て
い
る
(

日
太
語

が
で

齊
る

外
爾
人
を
含
む
)
/

都
内
の
地
方

公
共
団
体
の
喰
員
で
な
い

募
集
人
数
-
5
0

人

謝
礼
―
会
議
出
席
…
1

回
3

千
円
/

ア
ン
ヶ
I

ト
回

答
…
1

回
千
円

申
込
一
一
話
で
応

募
用
紙
を
請
求

期
限
I
2
月
1
7日

申
・
問
先一
千
住

本
庁
舍
・
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

「
困
っ
た
」
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
」

そ
んな
時
は

相
談
室
へ

一
般
相
談

観
族
や
家
庭
内
の

諸
問
題

、
金
鶻
ト

ラ
ブ
ル

、
あ
る
い
は
遺
産
の
相
続
や
倫

旭
・
借
家
等
の
不
動
産
を
め
ぐ
る
権
利

関
係
な
ど

、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る

相
談
に

、
行
政
経
験
兼
か
な
区
職
員
が

応
じ
て
い
ま
す

。

平
成
5

年
度
の
幸
原

内
容
は

、相
続

、

金
鶻
ト
ラ
ブ
ル

。一

畑
・
家
庭
問
題
等

で
す

。
交
通
事
故
相
談

交
通
事
故
は
一
瞬
に
し
て
起
き
て
し

ま
い
ま

す
。
だ
れ
も
が
被
害
者
に

、
そ

し
て
加
害
春
に
も
な
っ
て
し
ま
う
可

施

性
が
あ
る
の
で
す

。
区
内
の
交
通
状
況

か
ら

、
車
と
率
の
事
故
は
も
と
よ
り

、

バ
イ
ク
・
自
転
車
に
よ
る
一

故
の

相
飯

も
多
く
見
賢
け
ら
れ
家
す
。

も
し
智
さ
ん
が

、
万
が
一
不
幸
に
し

て

事
故
に
遭
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は

起

こ
し
た
と
き
は

、
迷
わ
ず
に
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い

。
相
纃
笙
で
は

、
損
害

網
積
算

、
示
談
方
法

、
保
険
金
睛
求
手

続
き
な
ど
交
通
事
故
に
か
か
わ
る
様
々

な
相
談
に

、
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
助

羃
を
吁
っ
て
い
ま
す

。

法
律
相
談

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
都
市
生
活
の

中
で

、
日
气

私
た
ち
が
直
一

す
る
闇

黽
も
多
方
面
に
わ
た
り

、
法
律
の

専
門

的
な
知
識
を
必
竇
と
す
る
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん

。
相
談

室
で
は

、
足
立
法
一

会

の

協
力
を
辱
て

、
会
員

で
あ
る

弁
護
士
が
専
門

的
な
立
場
か
ら
の
助
言

を
行
っ
て
い
ま
す

。

平
虞
5

年
厦
は

。
金
鎖
ト
ラ

ブ
ル

、

冊
地
・
借
家
、
纖
き
賠
償
が
相
破
項
目

の
ベ
ス

ト
3
で
す

。

-

い

ず
れ
も
ト
ト

申
・
問
先
一

千
佳
塞
庁
合
・
広
聴
相
談

佩
　

―
T
1
1
1

㈹

あなたの相談室 問合せ先　足立区役所干住本疔售・1 贈区民相皿童
所 在 地　干 住1- 4- 18　3882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お匁軽にご利用ください( 無科・秘密厳守)
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

国

保
・
年
金

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
し
ま
す
。病
院
等
に
か
か
る
場
合
、

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
創
に
対

し
て
。表
1
の
と
お
り
安
く
な
り
ま
す
。

対
象
=
老
齢
ま
た
は
退
一
を
事
由
と
す

る
一
生
年
金
、共
済
年
金
な
ど
(
国
民

年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0
歳

未
満
の
方
、お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
、

次
の
要
件
を
揖
た
す
方
・
・
・
年
金
加
入
期

間
が
2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年

以
上
あ
り
、自
分
で
掛
金
を
納
め
て
い

た
方
(
た
だ
し
、老
人
保
健
法
該
当
者
は

除
く
)
※
(
福
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

で
も
、こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合
は

、

切
り
替
え
の
手
纃
き
を
し
て

ぐ
だ
さ
い

申
込
=

年
金
証
S

ま
た
は
年
金
裁
定
通

知一

、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
を

窓
口
に
持
参
(
年
金
証
一
ま
た
は
年
金

裁
定
通
知
S
が
届
い
た
ら
、1
4日
以
内

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
)

申
先
=

各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格

賦
課
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表1　 退難者医療制度一部負担金割合

※ 扶養認 定 は収入 制 限 があり ま す
※ 保険 料は 変 わり ませ ん

就
職・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
区

内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含
む
)

は
、
万
一
の
鍔
気
や
ヶ
ガ
に
備
え
て
、

必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ひ
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保

険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入

が
必
要
で
す
(
た
だ
し
、
生
活
保
霞
受

給
中
の
方
は
除
く
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

瞋
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は

、
国
民
輿
康
保
険
に
加
入
す
る
手

纃
き
が
必
要
で
す

。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
で

も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が

、

医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則
と

し
て
さ
か
の
ぼ
ひ
ま
せ
ん
の
で

、
早
め

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。申
込
=

職
堤
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
　

(
資
格
喪
失
証
明
書
、離
職
票
、退
職

証
明
書
な
ど
、や
め
た
月
日
が
確
認
で

き
る
も
の
)
、届
出
人
の
印
か
ん
、届
出

人
の
住
所
・
氏
名
が
砲
肥
で
き
る
も
の
　

(
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
貼
付
の
も

の
。た
だ
し
、お
持
ち
で
な
い
方
や
代
理

人
の
堤
合
は
不
要
)
/
家
族
が
す
で
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

は
、国
民
健
康
保
険
証
/
7
0
歳
未
満
の

方
で

、
厚
生
年
金

、
共
済
年
金
(

国
民

年
金
を
除
く
)

の
受
給
者
は
、
年
金
証

書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
を
窓
口
に

持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お

よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合

や

、住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
な
い
と
き

は

、保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な
り
ま
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
国
民
億
康
保
険
課
に
は
何

も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
勤
務
先
の

健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
届

出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
)
。

※
い
ず
れ
も
、
変
更
後
1
4日
以
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
=
各
区

民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
民
年
金
の
保
険
料
は

税
金
の
所
得
控
除
対
象
に
な
り
ま
す

平
成
6
年
1
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
1

年
間
に
納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険

料
控
除
」
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
の

時
に
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
合
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

2
月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
に
、
足
立

社
会
保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま

す
。

日
時
=
2
月
1
日
(
水
)
、午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
場
所
=
中
央

本
町
庁
舎
2
階
・
国
民
年
金
課
前

間

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
推

進
係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

福

祉

2
月
は
福
祉
手
当
(国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
陣
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
平
成
6

年
1
1月
～
7
年
1
月
分
を
、
届
け
出
さ

れ
た
預
金
口
座
に
2
月
1
0日
ご
ろ
振
り

込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

間
先
=
千
住
本

庁
舎
・
障
害
福
祉
係

「
乳
幼
児
医
療
証
」を
お
持
ち
の
方
へ

都
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
り
、

医
療
証
を
持
た
ず
に
受
略
し
、
医
療
費

を
支
払
っ
た
時
は
、
保
険
診
療
の
自
己

負
担
額
を
還
付
し
ま
す
。
必
ず
領
収
書

(①
乳
幼
児
氏
名
②
診
療
年
月
日
③
保

険
点
数
④
自
己
負
担
金
額
⑤
医
療
機
関

名
の
配
載
の
あ
る
も
の
)
を
受
け
取
つ

て
く
だ
さ
い
。
還
付
の
手
続
き
は
①
領

収
書
②
印
か
ん
③
申
請
者
名
義
の
口
座
(

郵
便
局
以
外
)
④
乳
幼
児
医
療
証
⑤
健

康
保
険
証
を
育
成
課
窓
口
に
お
持
ち
く

だ
さ
い

。

※
保
険
証
等
が
変
わ
っ
た

時
は
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
」を

発
送
し
ま
し
た

平
虞
7
年
分
の
(
親
)
医
東
証
は
1
2
月

末
に
発
送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
保
険
証
・
住

所
・
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
時
は
、
そ

れ
ぞ
れ
手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
要
書

頬
を
確
認
の
上
、
手
続
き
に
お
い
で
く

だ
さ
い

。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児

童
医
療
係

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

対
象
=
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
青
し
て

い
る
家
底

内
容
=
親
ま
た
は
中
学
生

以
下
の
子
供
が
鰐
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
と

き
、
家
事
や
青
児
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾
病
・
入
院
等
は

対
象
外
)
/
―
度
の
申
請
で
5
回
以
内
、

年
間
2
0回
ま
で
/
午
前
7
時
1
午
後
7

時
の
間
で
、
連
続
8
時
間
ま
た
は
4
時

閖
を
I
回

申
込
=
診
察
券
等
、
疾
痢

を
証
明
で
き
る
も
の
と
印
か
ん
を
持
参

し
介
護
券
の
交
付
を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
(

緊
急
の
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
電
話
申

し
込
み
に
よ
り
代
理
の
方
の
来
所
可
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

お

知
ら
せ

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
に

住
宅
金
融
公
庫
も
し
く
は
区
の
指
定

す
る
金
融
槻
関
か
ら
。
住
宅
改
良
資
金

を
借
り
入
れ
て
エ
事
を
す
る
方
に
対

し
、
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
の
で
き
る
方
=
▽
自
己
用
住
宅
の

一
合
…
自
己
も
し
く
は
同
居
の
親
族
が

所
有
す
る
住
宅
で
引
き
続
き
居
住
す
る
/

区
内
に
1

年
以
上
在
住
し
て
い
る
/

前
年
度
の
総
所
得
金
額
が
瞋
万
円
以
下

▽
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場

合
…
区
分
所
有
者
全
員
で
構
虞
す
る
管

理
組
合
ま
た
は

、
こ
れ
に
準
ず
る
管
理

組
合
で
あ
る

※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
本
庁

舍
・
住
宅
係

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
を
希
望
す
る
方
は
申
請
を

平
成
7
・
8
年
度
に
、区
の
建
設
工

事
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

方
は
、申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。期
間

=
2
月
1
3
日
F
3
月
2
日
(
土
・
日
一

を
除
く
)
、午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
　

(正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
)

場
所
=

千
住
本
庁
舎
・
7
階
会
議
室

※
申

請
用
紙
は
東
京
都
財
務
局
所
定
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
(
都
庁
第
2
本
庁

舎
1
陪
・
東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

問
先
=
千
住
本
庁
舍
・
契
約
第
一
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
を

利
用
す
れ
ば
、
納
め
に
行
く
手
間
が
省

け
て
安
心
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
=
積
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

(郵
便
局
を
除
く
)
ま
た
は
区
担
当
課

窓
口
。
各
区
民
事
務
所
に
、
預
金
通
帳

と
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
課

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
課

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

足
立
区
議
会
議
員

立
候
補
予
定
者
説
明
会

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、4
月
2
3日

に
行
わ
れ
る
足
立
区
議
会
議
員
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り

説
明
会
を
閧
催
し
ま
す
。
立
侯
補
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い

。
な
お
、
出
席
人
数
は
、1

立
候
補
予
定
者
に
つ
き
2
人
ま
で
と
し

ま
す
。

日
時
=
2
月
1
7日
(
金
)
、
午

後
2
時

場
所
=
千
住
本
庁
合
7
階
大

会
議
室

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
選
挙

管
理
委
員
会

掲
示
板

□
電
話
相
談
「家
庭
の
悩
み
」2
月
7

日
～
9
日
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
(
正

午
～
午
後
1
時
を
除
く
)
/
夫
婦
不
和
、

離
婚

、
扶
養
、
親
子
問
題

、
相
続
な
ど

家
庭
生
活
に
係
わ
る
相
談
(
秘
密
厳
守
)
/

無
料
/
　
(
5
3
8
8
)
2
2
1
6

問
先
=

都
・
都
民
相
談
課

(
5
3
2
0
)
7
7
2
2

□
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集
平
成
7
年
4

月
1
日
現
在
都
内
在
住
で
、都
営
水
道

を
使
っ
て
い
る
満
2
0
歳
以
上
の
方
(
都

区
市
町
の
公
務
員
お
よ
び
水
遭
モ
ニ
タ

ー
経
験
者
を
除
く
)
/
1
0
0
人
/
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
(
年
4

回
)
、
連
絡
会
・
見

学
会
等
へ
の
出
席
、
随
時
報
告
書
の
提

出
等
/

任
期
は
4

月
1

日
～
平
成
8

年
3

月
3
1
日
(
1

年
間
)
/

謝
礼
有
/

往

復
(

ガ
キ
に
住
所

、氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
性
別

、
職
業
、
一

話
番
号
(

自

宅
お
よ
び
動
務
先
)
、
「
水
遭
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
」(旛
字
程
度
)
を
明
記
(
返

信
用
(

ガ
キ
に
も
住
所

、氏
名
を
記
入
)
/
2

月
1

日
1
2
0
日
申
込
(
消
印
有
効
)
/

申
・
間
先
=
都
・
水
遭
局
広
報
課
モ

ニ
タ
ー
担
当

〒
1
6
3
-
0
1酉
新
宿
2

―
8

―
1
　
(
5
3
2
0
)
6
3
2
7

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場

所

は

、
足
立
区
柔
遭
接
骨
師
会
加
入
の
接

骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

□
第
3
回
少
年
武
道
祭
見
学
者
募
集

2
月
1
1
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
/

東
京
武
道
館
(

大
武
遭
場
・
弓
遭
堤
)
/

小
学
生
以
上
/

無
料
/
東
京
武
遭
館

事
巣
普
及
係

広
報
担
当

(
5
6
9
7
)
2
1
1
1

□ 1 月の防災キ ャンペーンテ ーマ 「文化 財を 火災から守ろう 」、「寒冷時の救急事故をなくそう」 ≪東 京消防庁≫
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健

康

障
害
児
・
在
宅
高
齢
者
の
方
の

歯
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
木
・
土
曜
日
、午
前
9
時
～
午

後
1
時
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の
軽
・

中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
堤
所
ま

で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)
　
※
重
度
の
方
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。

日
時
=
火
～
土
曜
日
(
日
時

は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)
　
対
象
=
区

内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
/

在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申
し

込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状
態

や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行
う

た
め
、
診
療
鬨
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
=
火
～
土
曜
日
、午
前
9
時

3
0
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

(祝
日
を
除
く
)
費
用
=
保
険
診
療

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
区
歯

科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

母
子
健
康
教
室

「
お
父
さ
ん
の
育
児
参
加
」

核
家
族
化
が
す
す
み
、最
近
お
父
さ

ん
の
育
児
参
加
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
ご
夫
婦
で
、子
育
て

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。日

時
=
2
月
8
日
(
水
)
、午
後
6
時
～
8

時
(
受
付
は
午
後
6
時
～
6
時
3
0
分
)
　

場
所
=
青
年
セ
ン
タ
ー

講
師
=
汐
見

稔
幸
氏
(
東
大
教
育
学
部
助
教
授
)

対

象
=
子
育
て
中
の
方
、こ
れ
か
ら
の
方
、

ど
な
た
で
も

費
用
=
無
料

定
員
=
8
0

人
(
先
着
順
)

申
・
問
先
=
江
北
保

健
相
談
所
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

今
が
チ
ャ
ン
ス
!
　
糖
尿
病
予
防

日
時
=
2
月
6
・
1
3
日
、
3
月
1
3
日
(
3

日
制
)
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
=
区
民
の
方

内
容
=
1
日
目
・・・

糟
尿
訶
っ
て
ど
ん
な
病
気
(
知
っ
て
お

き
た
い
基
礎
的
知
識
)
　
2
日
目
…
こ

れ
だ
け
食
べ
て
も
大
丈
夫
(
燃
や
そ
う

余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
)
　
3
日
目
・・・
お

い
し
く
噛
め
る
た
め
に
(
プ
ラ
ー
ク
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
上
手
に
)
、健
診
結
果
か

ら
の
プ
ラ
ン
づ
く
り

※
希
望
者
に
血

液
検
査
を
し
ま
す
(
有
料
)
　
講
師
=

渡
辺
育
代
氏
(
管
理
栄
養
士
)
、
医
師
・

歯
科
衛
生
士
ほ
か

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)
　
費
用
=
無
料

申
込
=
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

「
も
っ
と
知
り
た
い
歯
周
病
予
防
」

歯
周
病
の
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
次

篥
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。く

わ
し
い
知
識
や
技
術
を
楽
し
く
学
習
し

ま
す
。
一
生
自
分
の
歯
で
暮
ら
し
た
い

方
の
た
め
の
教
室
で
す
。
日
時
等
=

左
上
表

定
員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

歯 周 病 予 防 教 室

※ いずれも時間は午後1時30分～3時30分、各回ともグループワークがあります

2
月
の
献
血

日
程
等
=
2
月
1
3
日
…
王
子
信
用
金
庫

西
新
井
支
店
/
2
月
2
2
日
…
博
慈
会
記

念
総
合
病
院
、
本
木
小
学
校
時
間
=

午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
、
午
後
1
2
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
間
先
=
葛
飾
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

食
と
健
康
教
室

「
春
か
ら
始
め
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
作
戦
」

日
時
=
2
月
1
・
8
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
健
康
的
に
脂

肪
を
減
ら
す
た
め
の
食
生
活
と
運
動

持
ち
物
=
1
日
目
…
普
段
使
用
し
て
い

る
ご
飯
茶
わ
ん
、小
皿
、は
し
、
筆
記
用

具
2
日
目
…
日
本
手
ぬ
ぐ
い
定
員

=
3
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=
無
料
場

・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

保
健
大
学
「晴
れ
や
か
暮
ら
す

―
健
康
な
生
活
づ
く
り
」

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
健
康
を
考
え

ま
す
。
日
時
=
2
月
2
・
9
・
2
0日
、

3
月
2
・
9
日
(
5
日
制
)
、午
後
1
時

3
0
分
～
4
時
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員
=
5
0人

費
用
=
無
料

申
込
=
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

場
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

健康カレンダー 2月の予定

健康あ・ら・かると
地
域
で
仲
間
と
暮
ら
す

精
神
障
害
者
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
今
日
は
何
を
作
ろ

う
か
?
」
元
気
の
い
い

世
話
人
の
お
ば
さ
ん
の

声
で
「
ハ
ー
イ
」
と
夕

食
係
が
と
ん
で
き
ま

す
。
狹
い
台
所
に
電
気

鍋
や
ロ
ー
ス
タ
ー
を
並

べ
、
に
ぎ
や
か
に
夕
食

作
り
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
平
成
6
年

に
足
立
区
で
初
め
て
誕

生
し
た
、糟
神
障
害
者
の
た
め
の
「
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
」で
す
。「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
」と
は
、精
神
障
害
が
あ
る
た
め
、
一

人
で
暮
ら
す
の
は
む
ず
か
し
い
け
れ

ど
、
同
じ
病
気
を
か
か
え
た
仲
間
数
人

で
の
共
同
生
活
な
ら
で
き
る
、
そ
ん
な

精
神
障
害
者
の
た
め
の
共
同
住
居
で

す
。
精
神
障
害
者
も
で
き
る
だ
け
地
域

の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
ら

れ
た
制
度
で
す
。

こ
こ
に
現
在
入
居
し
て
い
る
メ
ン
バ

ー
は
4
人
。親
が
亡
く
な
っ
た
後
、
2
0数

年
間
病
院
生
活
を
し
て
い
た
S
さ
ん
。
1

人
で
の
ア
パ
ー
ト
生
活
に
自
信
が
な

く
、
5
年
間
病
院
に
入
院
し
続
け
て
い

た
K
さ
ん
。親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、仕

事
も
生
活
も
う
ま
く
い
か
ず
病
気
の
再

発
を
繰
り
返
し
て
い
た
T
さ
ん
。
2
0軒

も
の
不
動
産
屋
を
ま
わ
っ
た
の
に
部
屋

を
貸
し
て
も
ら
え
ず
、
病
気
を
悪
化
さ

せ
て
し
ま
っ
た
U
さ
ん
。
お
互
い
に
長

い
病
気
の
苦
労
が
分
か
り
、助
け
合
い
、

励
ま
し
合
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
に
は
世
話
係

の
職
員
が
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
や

精
神
科
医
等
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
夕
食

も
、
時
に
家
主
さ
ん
や
近

所
の
方
、
入
居
メ
ン
バ
ー

の
兄
弟
な
ど
の
参
加
で
楽

し
く
に
ぎ
や
か
で
す
。

こ
の
よ
う
に
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」は

地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
健
所
も
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」が
地

域
で
安
定
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

A
保
健
相
談
所
保
健
婦
V

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
私
立
の
高
校
・
高
等
専
門
学
校

ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者

と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
足
立
区
内

に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を
有
し
住

民
税
を
濳
納
し
て
い
な
い
方
/
平
成
5

年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給
与
所
得
者
・
:
支
払
給
与
総
額
1
千

万
円
以
下
▽
事
業
所
得
者
・
:
総
所
得

等
金
額
崩
万
円
以
下
※
前
記
条
件
に

あ
て
は
ま
る
場
合
で
も
、
取
り
扱
い
金

融
機
関
貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け

ら
れ
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
融
資
額

=
1
0
万
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
)
融

資
対
象
額
=
志
望
校
入
学
手
続
き
時
の

最
低
納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対

象
外
)
お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0

万
円
・
2

万
円
の
定
額
算
定
)

融
資

利
率
=

年
3
%

返
済
=

融
資
を
受
け

た
日
の
翌
月
か
ら
3

年
以
内
(

元
金
均

等
月
賦
償
還
)
　

取
扱
金
融
機
関
=

足

立
信
用
金
庫

、
足
立
農
葉
協
同
組
合
の

本
・
支
店
、
足
立
区
内
の
改
和
信
用
金

庫

保
証
=

金
融
機
関
所
定
の
保
証
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
(

保
証
料
は
区

で
負
担
)
　

期
限
=
2

月
2
8
日

※
申

し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0
日
間
か
か

り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。
す
で

に
入
学
金
等
を
納
入
済
の
場
合
は
融
資

で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
1

千
住
本
庁

舎
・
学
務
第
二
課
振
興
係



1995 年( 平成7 年) 1 月25 日あ だ ち 広 報第1076 号 ( 8)

「燃
え
な
い
建
物
」に
建
て
替
え
る
と

助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

区
で
は
、
「災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」の
一
環
と
し
て
、大
貫
火
災
時
の

安
全
な
「避
難
路
」や
「延
焼
遮
断
帯
」を

整
備
す
る
た
め
、不
燃
化
促
進
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、不
燃

化
促
進
区
城
内
で
事
業
実
施
期
間
中
。

一
定
の
基
準
に
合
っ
た
不
燃
建
築
物
を

建
て
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を
助
成

し
、建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
も
の

で
す
。現
在
、左
図
の
1
2
地
区
で
助
虞
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す

。
こ
の
区
域
内
で

建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
建
築
工
事
着
手
前
に

、
助
成
申
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が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、補
助
1
0
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号
線
地
区
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桜
土
手
通
り
地
区
、
旧
日
光
街
道
地
区

の
3
地
区
は
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年
3
月
3
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で
事
業

鮗
了
と
な
り
ま
す
。
事
業
終
了
日
に
建

物
が
完
成
し
て
い
る
建
築
物
が
助
成
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
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不
燃
化
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定
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か
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と
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島
の
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住
本
庁
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・
ま
ち
づ
く
り
課
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3
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)
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不燃化促進区域図第
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化
遺
産
、伝
統
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街
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応
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カ
ラ
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ち
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(
ワ
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ド
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は
除
く
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応
募
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=
ア
マ
チ
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ア
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応
募
要
領
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「
応
募
用
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必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参

ま
た
は
郵
送

期
限
=
1
月
3
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必
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応
募
先
=
足
立
区
観
光
協
会
事
務
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東
応
募
用
紙
は
、
足
立
区
観
光
協
会
事

務
局
、
各
区
民
事
務
所
、
区
内
の
主
な

カ
メ
ラ
店
に
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

足
立
区
観
光
協
会

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
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情 報 コ ー ナ ー

世 帯と 人口( 7 年1 月1 日 現在)
世 帯　259, 774

人 口　640, 005 人
男　　324, 857 人
女　　316, 148 人

足立ジュニア吹奏楽団

団 員 募 集
小学4～6年生で構成される足
立ジュニア吹奏楽団の、平成7年
度の新入団員を募集します。対
象=平成7年4月に新しく区内の
小学校4・5年生になる児童募
集人員=新4年生… 30人程席/新
5年生… 10人程度申込=文化振
興係に直接または郵送※ 各小学
校の音楽担当教諭またはコミュニ
ティ文化・スポーツ公社各施設に
配付の申込書を使用してください
申込期間=2月1日～15日※ 入
団の 可否は、簡単な面接と実技等
により決定 申・問先= 千住本庁

舎 ・文化振興係 〒120千 住1 ―4
―18　3882 ―1111㈹

男と女の料理教室
家事は女性だけの仕事ではあり

ません。自立し た男性を目指して、
料理づくり からチ ャレンジし てみ
ませんか。女性も大歓迎です。
日時=2月17日～3月17日の毎週
金曜日、午後6時30分～8時30分
( 全5 回) 対象= 区内在住・在動
・在学の方 定員=40 人( 抽選)
費用=4, 000 円( 5 回分の材料費)
申込= 往復ハガキに住所、氏名( フ
リガナ) 、年齢、職業、電話番号、
希望理由、「男と女の料理教室」と
明記 期限=2 月6 日必着 場・
申・問先= 女性総合センター 〒123
梅田7 ―33―1 エル・ソフ ィ

ア内　3880- 5222

足 立 区 スポ ーツ指 導 員 養 成 講 習 会

< 専門科目>「卓球」
日時等= 下表のとおり 対 象= 満20
歳以上で、卓球の指導を 行って

いる方および指導者を目指す方

※ 別に開催する共通科目の試験に
合格した方は、足立区公認のスポ
ーツ指導員として認定・登録でき

ます 定員=40 人( 抽選)
費用= 無料( 教材費等実
費負担) 申込= 往復ハ
ガキにスポーツ指導員養

成講習会専門科目「卓球」、住所、
氏名( フリガ ナ)、電話番号、年齢、
性別、卓球経験年数、所属団体を
明記 期限=2 月8 日必着 申・
問先= 喝体育協会 〒120千 住1
―4 ―18　3882 ―1111㈹

第45回足立区珠算
競技大会結果発表
昨年 の11月13日に行われた「第45
回足立区珠算競技大会」では、

特別企画として、親と子のふれあ
いと高齢者 の生涯教育 の推進を目
的に親子大会、シルバー大会も行
われ、延べ741人の方が参加しまし
た。また、今回初めての試みとし て
行われたシ ルバ ー大会には、昔と
ったきねづ かで懐かし みながらそ
ろぱんに向 かっている高齢者の方
もいまし た。なお、各部の優勝者
は次のとおり です( 敬称略) 。

□ 総合競技
小学生の部…岩田牧子( 寺地小

学校) 　中学生の部…石原ツヤ
ノ( 第十四中学校) 　高校一般の
部…清水恵美( 都立上野忍岡高校)
□ 読上暗算
小学生の部…鈴木里沙子( 皿沼

小学校) 　中学生の部…石原ツ
ヤノ( 第十四中学校) 　高校一般
の部…竹田優代( 影栄保育福祉専
門学校)
□ 読 上算
小学生の部…鈴友里沙子( 皿沼

小学校) 　中学生の部…田村智
一( 鹿浜中学校) 　高校一般の部…
高橋美穂( 都立芝商業高 校)

≪青少年課≫

第3 回都市型工業フォーラム

「工業は都市で輝く」
日時=2月7・8日、午後1時30
分～5時30分場所=ギャラクシ
ディ内容=7日…式典、特別講
曩( カシオ計算機㈱社長・樫尾和
雄氏) 、モノづくりリレートーク　
( ホスト=経済評論家・内橋克人
氏、ゲスト=アイ・ケイ・ツール
インターナショナル社長・井出勝
久氏、ハルタ製靴㈱社長・春田英
二氏、日本経済新聞社編準局次長
・佐藤富男氏) / 8日…「地域と

ともに生きる都市型工業 ―その発
展の条件を探る」、「夢を語ろう ―
若手経営者 の次世 代ビ ジョン」、
「パワ ー全開 ―女件企業人と感性
ビ ジネス」、「空洞化を吹 つ飛ぼせ
―1 ㌦100円時 代の企業勝ち残り

戦略」の4 つのテーマに分かれて
分科会を行います 費用= 無料
申込= 電話 申 ・問先= 中央 本町
庁舎・工業振興係　3880 ―5191

青年センターの催し

□ 子育てセミナー「続・お母さん
のためのリラックス講座」
日時=2月2・9・16・23日、い
ずれも午前10時～正午( 全4回)
対象= 幼児のいるお母さん 内容=
エアロビクス等で「体」の緊張

をほぐし 、リラックスします 定
員=15 人( 先着順) 費用= 無料
申込=1 月27日の午前9 時から電
話受付 ※ お子さんの保育を行い
ますので、お問い合わせください
□ 青年講座 「香りをエンジョイ―
ハーブ の楽しみ方パートn 」
日時=2月10・24日、3月10・24
日、いずれも午後7時～9時対
象=10 代・20代の青年男女 内容=
ハープを使った料理やクラフト

を桑し んだり、その育て方や薬効
を学びます 定員=30 人( 先着順)
費 用=4, 000 円( 材料費) 申込=
電話
――いずれも――
場・申・問先= 青年センター
3890 ―0061

第3回 春風ふくふく祭り

日時=2月11日( 土) 、午前10時～

午 後2 時 場 所= 綾 瀬 福祉 園 、 楓

作 業 所 、 足立 ソ フト ウ ェア 等 の 複

合施 設 ・綾瀬 障 害 福 祉 施設( 東 綾

瀬1 ―26 ―2) 内 容= 日ご ろ の
活動 の公 開、パ ソ コン グ ー ム 、バ ザ

ー等 問 先= 千 住 本 庁 舎 ・障 害 福

祉 課計 回 調 整係　3882 ―1111 ㈹

作家・ねじめ正一さんの

講演会「小説の周辺」

日時=2 月18日( 土) 、午後2 時
対象= 区内在住・在勤・在学 の方
購師= ねじ め正一氏( 詩集「ふ」に
て第31回H 氏賞、「高円寺純情商店
街」にて第101 回直木賞受賞の詩人
・小説家) 定員=110 人( 先着順)
費用= 無料 申 込=2 月1 日の午
前9 時から電話または直接窓口
場・申・問先= 中央図書館
3840―4646

消費者センターの催し

□ 消費者講座「身近な自然で健康
づくり――寒～い冬を楽しくのり
きる」
日時=2月15・17日、午後2時～
4時場所=エル・ソフィア内
容=1日目…「薬湯の楽しみ方」
( 野遊ぴ作家・大海淳氏) / 2日目…
「薬膳とそのこころ」( 食養研究
家・田 名網絲子氏)
□ 暮らしっくスクール終了記念講
渭会「くらしと医学――私たちの
くらしとく すり」
日時=2月21日( 火) 、午後6時80
分～8時30分場所=エル・ソフ
ィア対象=区内在住・存勤の方
講師片平洌彦氏( 東京医科歯科
大学難治疾患研究所助教授) 定
員=30人( 先着順)
――いずれも――
費用=無料申込=電話申・問
先= 消費者センタ ー
3880- 5385

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています O. H. J . 240, 000


